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将
来
に
わ
た
る
世
界
的
な

課
題
と
し
て｢

環
境
汚
染｣

や

｢

食
料
・
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

不
足｣

が
ま
す
ま
す
深
刻
に
な

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

日
立
造
船
株
式
会
社
は
、

２
０
３
０
年
ま
で
の
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、こ
れ
ら
の
世

界
的
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

「
環
境
」
を
コ
ア
事
業
領
域
に

定
め
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
」
と

「
水
関
連
事
業
」
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
に

は
、
資
源
の
再
利
用
や
再
生
を

行
い
、
環
境
負
荷
を
低
減
す
る

「
循
環
型
社
会
の
実
現
」
が
不

可
欠
で
あ
り
、
同
社
で
は
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
、
風
力
発
電
な
ど

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分

野
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
い
う
。

■
風
力
発
電
と
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中

で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率
の

高
い
発
電
方
式
が
風
力
発
電
で

あ
り
、
世
界
で
風
力
発
電
の
設

置
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
偏
西
風

の
影
響
も
あ
っ
て
、
風
況
の
良
い
地
域
で

あ
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
で
も
風
力
発

電
に
は
夜
間
に
発
電
が
可
能
な
こ
と
や
、

島
国
の
日
本
に
は
風
の
強
い
地
域
が
多
い

こ
と
か
ら
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
電
源
で
あ
る
。
一
方
、
日
本
は
陸
地

が
狭
く
、
陸
上
風
力
発
電
設
備
の
適
地

が
限
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
洋
上
風
力
発

電
に
力
点
が
シ
フ
ト
し
て
い
く
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

 

■
風
力
発
電
事
業

日
立
造
船
株
式
会
社
は
、２
０
０
１
年

に
風
力
発
電
の
１
号
機
を
納
入
し
て
以

来
、
12
基
22
Ｍ
Ｗ
の
陸
上
風
力
発
電
設
備

を
建
設
し
て
い
る
。
ま
た
２
０
１
２
年
に

洋
上
風
力
発
電
事
業
の
取
り
組
み
を
開

始
し
、
こ
れ
ま
で
に
造
船
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
た
際
の
海
洋
技
術
を
活
か
し
、
福

島
県
お
よ
び
長
崎
県
の
洋
上
風
力
発
電

の
実
証
設
備
の
大
型
浮
体
構
造
物
の
製

作
も
行
っ
た
。
現
在
は
、
北
九
州
沖
合
に

お
け
る
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
次
世

代
洋
上
風
力
発
電
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
、
今
夏
に
は
３
Ｍ
Ｗ
の
風
車
を
搭

載
し
た
実
証
事
業
を
開
始
す
る
予
定
だ
。

青森県東通町の陸上風力発電（2,000kW×６基）

日立造船株式会社

低炭素社会の実現に貢献

「水関連事業」
への取り組み
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■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用

風
力
発
電
を
は
じ
め
と
し
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
課
題
は
、
発
電
量
の
調

整
が
で
き
な
い
た
め
、
余
剰
電
力
が
発
生

す
る
こ
と
で
あ
る
。

同
社
で
は
、
メ
ガ
ワ
ッ
ト
級
の
風
力
発

電
施
設
か
ら
発
生
す
る
余
剰
電
力
に
対

応
す
る
た
め
、
国
内
最
大
と
な
る
１
時
間

あ
た
り
２
０
０
Nm3
の
水
素
を
製
造
可
能

な
大
型
固
体
高
分
子
型
水
素
発
生
装
置

を
開
発
。
本
装
置
は
、
余
剰
電
力
を
水
の

電
気
分
解
に
よ
り
水
素
と
し
て
貯
蔵
す

る
こ
と
が
で
き
、
余
剰
電
力
の
課
題
に
答

え
る
だ
け
で
な
く
、
水
素
社
会
の
構
築
に

貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
ま
た
、

本
装
置
を
40
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
に
ユ
ニ
ッ

ト
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
可
搬
性
の
向
上

や
低
価
格
化
を
実
現
し
て
い
る
。

■
今
後
の
方
針

日
立
造
船
株
式
会
社
は
、
風
力
発
電

事
業
に
お
い
て
、
事
業
性
の
評
価
、
設
備

の
設
計
・
調
達
・
工
事
、
浮
体
構
造
物

の
製
造
、
発
電
所
の
運
営
・
保
守
な
ど

数
多
く
の
実
績
を
有
し
て
お
り
、
今
後
も

陸
上
お
よ
び
洋
上
の
風
力
発
電
事
業
を

推
進
し
て
い
く
。

同
社
の
企
業
理
念
で
あ
る
「
私
達
は
、

技
術
と
誠
意
で
社
会
に
役
立
つ
価
値
を

創
造
し
、
豊
か
な
未
来
に
貢
献
し
ま
す
。」

の
と
お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
を
通
じ
て
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢

献
し
て
い
く
と
い
う
。

40フィートコンテナに格納した水素発生装置

北九州沖合の洋上風力発電システムの浮体構造物浮体構造物の設置イメージ

日立造船株式会社の
再生可能エネルギーの普及を通じて

「エネルギー事業」




